








要約 HTLV-1 抗体検索法には偽陽性反応の存在していることは、これまでも各種の抗体検

索法の間でその結果が異なることより指摘されてきた問題である。このような偽陽性反応

の混在は、母子感染防止の観点からもキャリアの検索に混乱を引き起こすばかりでなく、

その結果の重大性よりできる限り避けなければならない。このような偽陽性反応に関与す

る蛋白の同定とともにその抗原に対する抗体の作成を行い、妊婦における非特異反応の存

在機序についての考察を加えた。 


